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 皆さん、こんにちは。 

 ６月はロータリー親睦活動月間です。という事で、「親睦活動とは何か」と改めて調

べてみますと以外な事がわかりました。 

 ロータリー親睦活動というのは、クラブ内の親睦活動を指すのではなく、英語の

「Rotary Fellowships」が元になっていて、むしろ国際奉仕活動に属する概念のようで

す。しかしながら、クラブに入会し、活動を続ける主な理由の一つが、会員の仲間と楽しく親睦を図る

ことではないでしょうか。 

 ロータリーの活動理念について少しお話させていただきます。ロータリー創設の理念は、今日におい

ても組織の中軸となっています。これらの理念は、ロータリーの中核的価値観（高潔性、多様性、奉

仕、リーダーシップ、親睦）を反映しています。これらの価値観は、ロータリーの基本理念に通じる

テーマとなるものです。ここにも親睦があります。 

 初期のロータリー会員は、倫理と責任感をもって行動し、奉仕の機会として職業を生かすことの重要

性を重視しました。自らの職業を通じた奉仕を誇りとすることは、ロータリー会員としての理想的な姿

であるとしました。 

 月初に皆さんで唱和する「四つのテスト」【真実かどうか】【みんなに公平か】【好意と友情を深め

るか】【みんなのためになるかどうか】 

 この「４つのテスト」は、1932年、破産寸前だったアルミニウム会社の再建を託されたハーバート・

テイラー（シカゴ・ロータリークラブ会員、1954-55年度RI会長）は、再建の指針としてこの「四つのテ

スト」を考案しました。会社は15年後には株主に多額の配当金を分配するまでになったそうです。1954

年自らがRI会長に就任した際に、その版権がロータリーに寄附されました。 

 今日、世界各国の言葉に翻訳され、生活や仕事の場面における会員の高潔性と高い倫理基準を要求す

る力強い指針となっています。 

 先週、松尾次期会長が発表された、三次ロータリークラブ次年度方針【益者三楽の集いを】～みんな

に会いたいと思えるクラブに～を実現するには、会員の仲間と楽しく親睦を図ることが重要と思いま

す。これからもロータリー活動を楽しみましょう。 

 以上で、開会の挨拶とさせていただきます。 

 本日もよろしくお願いいたします。  
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（ ）内はオンライン参加者数 

委 員 会 報 告 

【点 鐘】 花本 好正会長  【ソング】 「君が代」「それでこそロータリー」 

第2778回（5月30日）の出席報告 第2780回（6月13日）の出席状況 

会員数 出席者 免除者 Make-up 出席率 会員数 出席者 欠席 出席率 

41 29(1) 1 1 75％ 41 30(1) 11 73.17％ 

出 席 報 告 ： 中 井 啓 二  部 会 長 

Make-up内訳：石田会員(4/28 東城RC記念式典） 

例   会   次   第 

・中村会員（次年度幹事） 

 本日、例会終了後に次年度理事役員会を行いますので、次年度理事役員、オブザーバーの方は第３

会議室にお集まりください。 

・佐藤会員（ゴルフ同好会） 

 昨日、花本会長の会長杯を行い猛暑の中、皆さん倒れずに頑張っていただきました。本日、優勝者

の表彰を行う予定でしたが、該当の方がお休みのため、来週行いたいと思います。 

  ２年      ３年      １年 

花本 好正会員 佐藤 明寛会員 石田 光司郎会員 
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氏   名  内            容  

佐々木 智 みかた残酷マラソン24Km走ってきました 

プログラム：会員卓話 

広田 恭祥会員 

「再発見」 


